
校名選定について

応募結果の取り扱いと、校名選定の具体的な流れについて協議するもの。

１．応募結果の取り扱い（事務局案）

(1)応募件数について

「有効応募総数」と「有効応募の種類（重複する名称は 1 種類でカウント）」を、

公表する。

(2)全件リスト（有効応募の「校名」・「よみがな」・「理由」の一覧表、５０音順表記）

について

  校名候補の絞り込み終了時点までは、全件リストは整備検討委員会及び事務局以

外には非公表とする。

  絞り込んだ校名候補を地域住民に供覧する際には、応募状況の確認のため、有効

応募の「校名」の一覧表も供覧する。

［理由］第三者の意見に影響されることなく、整備検討委員会で、校名候補選定の

観点に沿って公平に絞り込みを完了させることが出来るようにするため、

絞り込み終了までは全件リストは非公表とする。

  (3)応募者について

  応募者の氏名や住所は、個人情報保護と、校名候補選考の公平性の観点から、原

則として、整備検討委員会及び一般には公表しないこととする。

  校名として選定された応募者については、本人の了解が得られた場合は、氏名及

び住所を公表する。（応募者複数名の場合は、抽選等で代表を選出）

２．選定方法（事務局案）

有効応募の中から、校名候補選定の観点に沿って、整備検討委員会で話し合いに

より複数案の校名候補（「校名」・「よみがな」）と、「選定理由」を取りまとめる。

  絞り込みした校名候補を地域住民に供覧したうえで、整備検討委員会で最終候補

（「校名」・「よみがな」）と「選定理由」を選定する。

(1)校名候補の絞込み

事前の絞込み

・各委員は事前に、類似名称の応募が校名以外から選出したい校名や、ふさわしい

と考えるキーワードを２～３件、事務局に回答する。（「校名事前検討用紙」を提出）

    ↓

１回目絞り込み （4月 11 日・第９回整備検討委員会）

・類似名称の応募があるキーワード（８点）と、委員が事前に選んだ校名やキーワ

ードの中から、１０件程度のキーワードや校名に絞り込む。

      ↓
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２回目絞り込み （5月 17 日・第１０回整備検討委員会）

・１回目に絞り込んだものを、さらに３件程度のキーワードや校名に絞り込む。

・絞り込んだキーワードに類似名称がある場合は、１ワードあたり２～３件の校名

を選ぶ。

(2)地域への供覧

絞り込んだキーワード候補（校名の事例２～３件）や、校名候補の「校名」と「よ

みがな」を、「開校準備だより」（６月下旬発行予定）にて地域の方に供覧する。

  各委員は、コミュニティ協議会やＰＴＡの関係者から意見を聴取する。

(3) 最終選考

最終候補選定のための協議（８月中旬・第１３回整備検討委員会） １件選定

「校名」「よみがな」と、「選定した理由」を事務局に報告する。

３．校名の発表

  最終選考を実施する整備検討委員会と、教育委員会（９月定例会）での決定は非

公開とし、市長定例記者会見で公表とする。

［整備検討委員会・議会・教育委員会］

４月１１日  整備検討委員会   校名候補の 1回目絞り込み

４月２３日  教育委員会定例会  基本設計の完了を報告

                校名の応募結果を報告

５月１７日  整備検討委員会   校名候補の２回目絞り込み

６月上旬   教育委員会定例会  校名候補の絞り込み結果（複数案）の報告

       （７月に桜島地域住民に、絞り込んだ校名候補複数案を供覧）

８月中旬  整備検討委員会  最終候補（1案）の選定 ※非公開

９月下旬   教育委員会定例会 校名決定 ※非公開

１０月下旬   市長定例記者会見    校名決定を発表

１１月中旬 教育委員会定例会  学校条例改正議案の決定

１２月中旬   １２月議会     学校条例改正議案の提出


